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脳梗塞後遺症に対するニルバジピン(FK235)の臨床効果
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ニルバジピン（ＦＫ班5）の臨床効果

旭川医科大学脳神経外科

佐古和匿米増祐

大西病院脳神経外科

相津希

森山病院脳神経外科

橋爪明

吉

１１

ＮＯ２

こ
「
‐
‐
‐
し

はじめに

ニルバジピン（FK235，図１）は，藤沢薬品

工業㈱中央研究所で開発された1,4-dihydrc‐

pyridine骨格を有するＣａ2＋桔抗薬で，平成元

年４月よりすでに本態性高血圧症を適応症とし

て発売されている。

一方，本剤は脳血管障害領域においても，前

臨床試験で脳血管拡張作用')，脳血流増加作

用')，脳エネルギー代謝障害に対する改善作

用2)，抗酸化作用3)，脳保護作用4)を有すること

が明らかにされ，臨床的にも脳血管障害患者の

局所脳血流量増加作用5)が認められている。

慢性期脳梗塞後遺症に対しては，大友ら6)が，

用量検索二重盲検試験でプラセボに比べ１回２

ｍｇおよび４ｍｇ１日２回朝夕経口投与で有効

性，有用性ともに有意に優る成績であることを

報告している。

今回，われわれは，脳梗塞後遺症に対する本

剤の有効性，安全性および有用性を検討する機
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図１ニルバジピン（FK235）の化学構造式

会を得たので，その成績を報告する。

Ｉ試験方法

本試験は旭川医科大学（脳神経外科)，本試験は旭川医科大学（脳神経外科)，大西

病院（脳神経外科)，森山病院（脳神経外科）

の３施設において平成元年９月から平成２年４

月の８ヵ月間に実施された。

１対象

脳梗塞発症後１ヵ月以上経過し症状が安定し

ている患者のうち，自覚症状あるいは精神症候

を有する患者を対象とした。
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